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　 北 青 少 年 活 動 セ ン
ターでは、「農業にふれ
よう。」の 10 月 20 日
( 土 ) の活動で、今年の
新米を味わいました！ 
マヨネーズも手作りし、
みんなで育てたオクラ
も卵と調理して食べま
した。「ごはんをみんな
で食べ、たわいのない話をしながらのんびりとした時間をすごす
ことができて、疲れも癒えたような気がしました」という感想も
ありました。また、講師の川久保さんからお米の栄養学などのお
話もしてもらい、食への理解も深まりました。

農業にふれよう。

　下京青少年活動センターでは、京都若者サポートステーション
と合同で「アジプロⅡ（あたまとからだではたらくことをじっか
んするプログラム）」を 9 ～ 11 月の間に 7 日間、3 名で実施し
ました。センターの事務所を使っての職業体験事業で、最初 2 回
は事務所で働くための研修を行ない、4 回の事務体験とその日の
ふり返りを経て、最終回は全体のふり返りという内容です。最後
のふり返りでは 6 回の研修・体験を通して得られた自身の強みや
課題を整理し、参加者それぞれの次のステップを具体的に考える
ことができました。

「アジプロⅡ」実施しました

　東山青少年活動センターでは、知的障がいをのある青少年の余
暇活動「表現活動へのお誘い」の前期プログラムを 5 月～ 9 月に
2 グループ、各 5 回ずつ実施しました。からだとからだを触れ合
わせたり、楽器でリズムをとったり、踊ってみたりと様々な内容
の表現活動を行ないました。活動終了後、ご家族からも「終了後
いつもより笑顔を見ることができました」、「人に興味がでてきて、
人と何かをしたいとい
う様子が多く見られる
ようになった」と反応
があり、活動を通して
変化がみられました。
11 月から開始した後
期プログラムでも、活
動を通して参加者がコ
ミュニケーションを深
めることの楽しさを感
じてもらっていると思
います。

表現活動へのお誘い～からだではなそう～

　3 月 7 日 ( 日 )、北青少年活動センター全館を使って、若者が北
区身体障害者連合会などの地域団体と一緒にイベントをします☆
フェスタを一緒に盛り上げてくれる青少年ボランティアも募集し
ています♪ 当日は、どなたでもご参加いただけます。ぜひ、この
機会にお立ち寄りください！

「北こみフェスタ」を開催します！

　昨年度も大好評だった「伝統食カフェ」が再びオープンします！ 
日本の伝統的なメニューを全て手づくりしています。食材や調味料
にもこだわって作っています。体に優しい食事を味わいにぜひお越

しください。1 月
18 日 ( 金 )、24
日(木)、28日(月)
の 11 時 30 分 ～
17 時、 場 所 は 伏
見青少年活動セン
ターの「つながり
Café」です。

「伝統食カフェ」が期間限定でオープン！

　 今 年 で 23 回 目 を 迎 え る ダ ン ス と
ミュージックのイベント、ライブキッズ。
今回は初めて京都市右京ふれあい文化会
館で開催します。3 月 16 日（土）の前
夜祭と 17 日（日）の大会の 2 日間開催
です。1 月 26 日（土）と 27 日（日）
には新風館でダンス部門の選考録画会を
兼ねたプレイベント「LIVE KIDS in 新
風館」もあります。ぜひどちらもお越し
ください！詳細は、ライブキッズのホームページをご覧ください。

「ライブキッズ vol.23」右京で開催！

　1 月 5 日 ( 土 ) の 14 時～ 17 時に南青少年活動センターでは、
「新年みなみまつり」を開催します。もちつきコーナーでは、お
もちをいろんな味でご提供します♪ また、最近ではあまりしなく
なった、コマ回しや福笑いなどが無料で楽しめるお正月の遊びコー
ナーも設ける予定です。お子様からお年寄りまで地域の方と一緒
に日本のお正月を楽しみませんか？ どなたでも参加できますの
で、お気軽にお越しください。

新年みなみまつり

　11 月 4 日 ( 日 )、毎年恒例の「第 11 回ぐるっとふれ愛まちフェ
スタ in 山科」の一環で「やませいまつり」を開催しました。山科

の中学生も当日ボラン
ティアで大活躍！ 地域
の方から「カレーおいし
かったよ」と褒めていた
だき喜んでいました。立
命館大学のインターン
シップ生が企画したフェ
スタ全体のスタンプラ
リーも大盛況で、地域の
活性化に一役買うことが
できました。

「やませいまつり」開催しました！

　南青少年活動センターで、毎月第 4 土曜日の周辺清掃、センター
のイベントや地域のお祭りなどで活躍するボランティア「VoM’s」
のスタッフジャンパーが完成しました。青のウインドブレーカーに

「VoM's」のロゴが目印！「みなみを　みんなで　もりあげよう」
を合言葉に活動中です。「みんなで集まって何かしたい！」、「イベ
ントを企画し
て み た い！」、

「 仲 間 が 欲 し
い！」 な ど の
想いを持った
青少年を募集
中 で す。 ひ と
まず 1 回だけ
というお試し
参加も大歓迎
です。気になっ
た 方 は、 ぜ ひ
お問い合わせ
ください。

VoM’s ジャンパーできました！

　伏見青少年活動センターメディアパブスタジオに、また朗報です。
3月の地域情報部門賞に続いて、10月に開催された京都映像アワー
ドでも、動画作品「ある戦犯の記憶」が「京都賞」を受賞しました。
この作品は高校生を含む 5 人の若者が 87 歳の老人から戦争体験
を聴き取り、映像に
仕上げたもので、今
回は約 200 点のノミ
ネート作品の中から
選ばれました。受賞
作品をぜひ youtube
でご覧ください。
http://bit.ly/N3rUlR

映像で「京都賞」受賞！

　今年で 3 回目となる伏見青少年活動セ
ンターの「健康フィエスタ」。11 月 17
日 ( 土 )、ボランティアを含め 120 名を
超える参加者で賑わいました。伏見保健
センターの全面協力により、2 階では性
感染症・HIV 検査、X 線撮影、健康診断
などを通訳つき・無料で実施したほか、
健康相談・在留資格に係る相談も受けました。4 階ロビーでは「バ
ザール・カフェ」によるエスニック料理のブースや、バンド演奏・チャ
ンバラや外国人グループによるフラダンスなどのパフォーマンスも
行われました。恋愛・性に関する日本と外国の比較や心の健康など
をテーマとしたワークショップもあり、国際色豊かで有意義な催し
となりました！

健康フィエスタ 2012

｢ユースサービス｣ 読者アンケート募集
　当協会手作りの季刊情報誌「ユースサービス」が 4 年目を迎えま

した。“若者を考える、若者と考える”をテーマに若者の現状を探り

ながら問題を提起し、若者自身や広く京都市民の関心をと編集スタッ

フは考えています。2009 年 10 月の創刊号から今回 14 号までの

掲載記事で、あなたの印象に残った記事、こんな記事を読みたいといっ

た感想や、ご意見をお寄せください。アンケートにお答えの読者の中

から協会の記念品をお贈りします。皆様のご協力をお待ちします。

応募方法　アンケート用紙の様式は問いません。ハガキでも結構です。

	 �1 月 31日（木）までに郵送もしくはメールでお送りくだ

さい。

郵送   604-8147 京都市中京区東洞院通六角下ル御射山町 262

 京都市中京青少年活動センター内「ユースサービス」編集室あて

Mail  協会ホームページ（http://ys-kyoto.org/）のお問い合わせ

フォームより


